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さ
ら
に
拡
大
、
町
内
地
デ

ジ
受
信
可
能
エ
リ
ア

　

本
町
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

エ
リ
ア
は
、
先
月
開
局
し
た
市
川
大

門
中
継
局
に
よ
っ
て
さ
ら
に
広
が

り
、
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
波
は
市
川
大

門
中
継
局
、
甲
府
局
、
身
延
中
継
局

か
ら
送
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

ア
ナ
ロ
グ
波
を
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し

て
い
る
方
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
す
る
に
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た

受
信
機
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た

共
聴
施
設
で
受
信
し
て
い
る
地
区
で

は
施
設
の
改
修
が
必
要
で
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は
㈱
日
本
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
と
富
士
川
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
㈱
と
も
、
す
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
再
送
信
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
視
聴
し
て
い
る

方
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
に

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し

た
受
信
機
が
必
要
で
す
。

町内地デジ波受信可能エリア

※エリア内であっても、地形やビル
陰等により電波が遮られる場合な
どは視聴できないことがあります。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見

る
た
め
の
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
給
付
な
ど
の
支
援
に

つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
※

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全

額
免
除
世
帯
を
対
象
に
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
見
る
た
め
の
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
無
料
で
給
付
す
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

支
援
開
始
は
平
成
21
年
秋
以
降
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
申
込
み
先
、

受
付
開
始
時
期
は
、
準
備
が
整
い
次
第

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※��

支
援
の
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受

信
契
約
を
結
び
、
全
額
免
除
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
る

べ
く
早
め
に
契
約
手
続
等
を
お
願
い

し
ま
す
。

※��

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身
で

購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ

等
の
費
用
の
精
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
省
地
上
デ
ジ
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
（
０
７
）

０
１
０
１

※受信方法や、受信状況調査など地上デジタル放送
に関するお問合わせは、総務省地デジコールセンター
☎ 0570-07-0101（ナビダイヤル）まで。ＩＰ電話など、ナ
ビダイヤルがつながらない場合は☎ 03-4334-1111へ。
（平日）午前９時～午後９時　（土日祝）午前９時～午後６時

■の部分が受信可能

※

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯  

 �

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
（
９

ペ
ー
ジ
参
照
）

男
女
共
同
参
画
社
会
は

　
　
　
　
　
　

家
庭
か
ら

　

育
児
休
業
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
労
働
者
は
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
、
そ
の
子
が
１
歳
に
な
る
ま
で
の

間
、
男
女
を
問
わ
ず
育
児
の
た
め

に
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
の
勤
め
て
い
る
会
社
の
男
性

社
員
で
、
育
児
休
業
を
取
得
し
た
人

は
ま
だ
居
ま
せ
ん
。
今
の
経
済
状
況

で
は
少
し
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
子
育
て
の
大
切
さ
、

楽
し
さ
を
男
性
や
父
親
に
も
い
ろ
い

ろ
な
機
会
を
と
お
し
て
一
緒
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
は
育
児
休
業
を
利
用
し
、
仕

事
に
復
帰
し
た
後
も
、
子
ど
も
が
３

才
に
な
る
ま
で
育
児
時
間
制
度
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
市
川
三
郷
町
も
育

児
休
業
制
度
や
子
育
て
支
援
、
特
別

な
事
情
で
子
ど
も
を
少
し
だ
け
見
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
の
制
度
な
ど
、
女
性
が
働

き
や
す
く
、
ま
た
続
け
て
勤
め
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
。
女
性
も
、
仕
事
と
家
庭
を
両

立
さ
せ
な
が
ら
退
職
し
な
い
で
勤
め

続
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
自
分
に
力
を

つ
け
成
長
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
は

子
ど
も
の
出
生
率
で
は
、
外
国
に
比

べ
た
ら
低
い
状
況
で
す
が
、
こ
こ
数

年
を
見
る
と
上
昇
傾
向
に
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
が
整
う

こ
と
で
出
生
率
が
伸
び
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
は
兄
弟
が
多

く
、
家
の
仕
事
も
分
担
し
な
が
ら
、

不
平
を
言
う
こ
と
な
く
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
時
代

を
過
ご
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我

が
子
に
は
あ
ま
り
手
伝
い
を
さ
せ
な

か
っ
た
こ
と
を
今
更
な
が
ら
反
省
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
仕
事
の
忙
し
さ

に
か
ま
け
ず
、
も
っ
と
息
子
や
娘
た

ち
と
一
緒
に
料
理
や
掃
除
な
ど
を
す

れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
小
さ

な
時
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら

と
か
関
係
な
く
、
一
緒
に
何
で
も
し

て
い
れ
ば
成
長
し
て
か
ら
で
も
何
を

す
る
に
も
あ
ま
り
抵
抗
な
く
行
動
で

き
、
考
え
方
も
柔
軟
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
今

こ
そ
新
た
な
出
発
点
と
思
い
、
楽
し

み
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
と
い
ろ
い
ろ

な
行
動
を
一
緒
に
す
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
時
も
女
性
も
男
性
も
お
互

い
を
尊
重
し
合
っ
て
楽
し
い
家
庭
で

あ
る
こ
と
が
、全
て
の
基
本
で
あ
り
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
第
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。

　

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
知
惠
子

18

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
営
業
部
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
料
を
免
除
し
て
い
ま
す
。
免
除
を

受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
免
除
の
条
件
】

■
全
額
免
除

▽
世
帯
構
成
員
に
身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
、
精
神
障
害
者
の
い
ず
れ
か
の

方
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
員
全
員
が
町

県
民
税
非
課
税
で
あ
る
場
合
。

■
半
額
免
除

▽
視
覚
、
聴
覚
障
害
者
で
世
帯
主
で
あ

る
場
合
▽
身
体
障
害
者
手
帳
が
１
級
ま

た
は
２
級
で
世
帯
主
で
あ
る
場
合
▽
療

育
手
帳
が
Ａ
判
定
で
世
帯
主
で
あ
る
場

合
▽
精
神
保
健
福
祉
手
帳
が
１
級
で
世

帯
主
で
あ
る
場
合

【
申
請
受
付
】
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
書
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

局
、
ま
た
は
町
福
祉
支
援
課
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
と
思
わ
れ

る
方
は
申
請
し
て
下
さ
い
。

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】
▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲

府
放
送
局
営
業
部
☎
０
５
５（
２
２
２
）

１
３
１
６
▽
町
福
祉
支
援
課
福
祉
係

☎
０
５
５（
２
７
２
）１
１
０
６

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料

免
除
の
お
知
ら
せ
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誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

７月届出分
（敬称略）

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

�
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

No.048 10

一
ノ
瀬
長
栄�

様

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

小
林　

研
一�

様
（
東
京
都
府
中
市
）

　

町
外
に
お
住
ま
い
の
家
族
、
親
戚
、

友
人
な
ど
に
『
市
川
三
郷
町
へ
の
ふ

る
さ
と
納
税
』
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

【
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
】
町
企
画
課

企
画
政
策
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
０
３

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
へ
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
たふるさと納税制度のご案内

善意
ありがとうございます

■赤池一男様（岩間）から妻・
故 江さんの遺志により、

社会福祉に役立てて下さいと

社会福祉協議会に10万円の

寄付を頂きました。
■町立病院に入院中の患者様

（増穂町）より、病院のために

役立てて下さいと、現金 3万

円の寄付を頂きました。

『
蛾
眉
・
第
38
号
』

（
市
川
大
門
地
区
文
化
協
会
）

【
定
価
】
６
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】
市
川
大
門
地
区

文
化
協
会
事
務
局
（
町
教
育
委

員
会
生
涯

学
習
係
）

☎
０
５
５

（
２
７
２
）

６
０
９
４

『
峡
南
の
郷
土
』

第
49
集
（
峡
南
郷
土
研
究
会
）

【
定
価
】
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】
峡
南
郷
土
研

究
会
事
務
局
（
町
立
図
書
館
内
）

☎
０
５
５

（
２
７
２
）

８
８
８
８

■発行しました

■
販
売
価
格
等

【
価
格
】
５
０
０
円
（
送
付
希
望
の
場

合
、
送
料
は
購
入
者
の
ご
負
担
と
な
り

ま
す
）

※�

住
所
録
（
差
込
用
）
80
円
を
別
売
り

に
て
販
売
し
ま
す
。

※�

20
冊
よ
り
、名
入
れ
が
可
能
（
実
費
）

で
す
。
裏
表
紙
へ
金
文
字
で
印
刷
い

た
し
ま
す
。

※�

代
金
は
手
帳
引
渡
し
時
に
お
支
払
い

下
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

電
話
に
て
町
企
画
課
企
画
政
策
係
ま

で
申
し
込
む
か
、
ま
た
は
注
文
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
次
の
申
込
先
へ
お
申

込
下
さ
い
。

※
注
文
書
は
役
場
（
本
庁
及
び
支
所
）

窓
口
に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

【
申
込
先
】

　

①
～
④
の
い
ず
れ
か
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

① 

本
庁
舎
企
画
課
企
画
政
策
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
３　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
７
２
）
２
５
２
５

② 

三
珠
支
所
庶
務
係

　

☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
３　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
４

③ 

六
郷
支
所
庶
務
係

　

☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
１　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
６
（
32
）
２
８
８
７

④ 

大
同
出
張
所

　

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
５
０
４　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
７
２
）
１
５
６
９

【
申
し
込
み
期
限
】

　

平
成
21
年
10
月
９
日
㈮

【
お
届
け
時
期
】

　

11
月
初
旬
（
予
定
）

注文冊数 名入れ 住所録

冊 冊 冊

名入れの場合の名称（     　　　　　  　　　　　　）

申
込
者

名前

住所
〒

電話 　　　　　（　　　　）　　　　　　（内線）　　

※手帳の引渡し場所（いずれか一つを○で囲む）
           本庁舎  ・  三珠庁舎  ・  六郷庁舎  ・  大同出張所

2010 年版　山梨県民手帳　注文書

●山梨行政区画地図
●日　記　行事予定表、ふるさとの祭り・行事
●郷土編　�郷土自慢、山梨県の位置、主要山岳、主要河川、主要湖沼、

甲府盆地をとりまく山々、高さ（山）と深さ（湖沼）くらべ、
山梨県の歌、緑のふるさと（県民愛唱歌）

●統計編　山梨県主要指標、統計で見る山梨のすがた
●名簿編　各種議員等名簿
●生活編　�暮らしの相談窓口、警察署一覧、市町村所在地等一覧、在県

主要行政機関一覧、山梨県内公立図書館、美術館、文学館、
博物館、スポーツ施設、諸届けはこうして、計算単位換算表

●全国主要都市地下鉄路線図

【手帳の内容】

2010 年版
山梨県民手帳予約受付中

○サイズ：82mm × 145mm
○表　紙：ワイン色のレザー調

切
り
取
り
線

切り取り線

電子申請電子申請

イベント
申込み
イベント
申込み

設備予約設備予約

メルマガメルマガ

ニュースニュース

アンケートアンケート

利用者登録
無料！

利用者登録
無料！

▶▶▶https://www.e-tetsuzuki99.com/eap-pj/yamanashi/

やまなしくらしねっと 検　索

やまなし申請・予約ポータルサイト

住民票の写しの交付、印鑑登録証明書の

交付、所得証明書の交付などがインター

ネットで可能になります



　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

い
ち
か
わ
」
で
は
、
臨
時
看
護
職
員
及
び

臨
時
介
護
職
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
人
員
】
▽
臨
時
看
護
職
員
１
名　

▽
臨
時
介
護
職
員
１
名

【
勤
務
時
間
】
▽
臨
時
看
護
職
員
・
日
勤

▽
臨
時
介
護
職
員
・
夜
勤
あ
り

【
応
募
条
件
】
年
齢
不
問

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
を
適
用

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
有
資
格
免
許
の

写
し
、
健
康
診
断
書

【
受
付
期
間
】
随
時
（
土
・
日
・
祭
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
介
護
老

人
保
健
施
設
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ

（
町
福
祉
保
健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
５
１
２
１　
　

　

平
成
20
年
に
実
施
し
た
大
塚
第
４
地

区
地
籍
調
査
事
業
（
後
田
・
桜
塚
・
岩
清

水
）
の
本
閲
覧
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
地
籍
調
査
後
の
土
地
の
形
状
・
面
積
・

地
目
等
を
確
認
す
る
大
切
な
機
会
で
す
の

で
、
閲
覧
期
間
内
に
必
ず
済
ま
せ
る
よ
う

お
願
し
ま
す
。

【
閲
覧
期
間
】　

８
月
31
日
㈪
～
９
月
19
日

㈯
［
計
20
日
間
（
土
、
日
曜
日
も
実
施
）］

【
閲
覧
時
間
】（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時
、（
土
日
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時

【
場
所
】
町
役
場
三
珠
支
所
産
業
振
興
課

※
印
鑑
（
三
文
判
）
を
必
ず
持
参
し
て
下

さ
い
。

※
今
回
の
成
果
が
認
証
さ
れ
て
は
じ
め
て

権
威
あ
る
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
閲
覧
を
済
ま
せ

て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
産
業
振
興
課
地
籍
調

査
係
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

　

若
者
の
就
職
活
動
を
応
援
す
る
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」が
本
町
に
出
張
し
、

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
職
業
紹
介
な
ど

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
就
職

や
転
職
を
お
考
え
の
皆
さ
ん
、
良
い
機
会

に
な
り
ま
す
の
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
者
】
概
ね
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

若
年
者
（
失
業
者
、転
職
希
望
者
、フ
リ
ー

タ
ー
、
大
学
生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
、

高
校
生
等
）

【
日
程
・
場
所
】
10
月
23
日
金
午
前
10
時

～
午
後
４
時

【
場
所
】
町
役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室

【
内
容
】
▽
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
専

門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
相
談
１
人

50
分
程
度
）
▽
職
業
紹
介
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
職
員
に
よ
る
職
業
相
談
、
求
人
情
報
の

提
供
、職
業
紹
介
）
▽
職
業
適
正
診
断
（
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業
適
性
診
断
、
専
門
職

員
に
よ
る
職
業
訓
練
相
談
）

※
「
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
ご
希
望

の
方
は
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

※
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
は
申
し
込
み
不
要

で
す
。
当
日
会
場
へ
起
こ
し
下
さ
い
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
や
ま
な
し
☎
０
５
５
（
２
３
３
）

４
５
１
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
３
３
）

４
５
１
８

　

ぴ
ゅ
あ
峡
南
で
は
お
母
さ
ん
の
た
め
の

様
々
な
講
習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
フ
ッ
ト
ネ
ス
講
座

　
　
　

～
ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
を
楽
し
も
う
～

　

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
と
は
、
産
婦
人
科
と
小

児
科
の
先
生
が
作
っ
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
と
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
ベ
ビ
ー
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

【
日
時
】
９
月
29
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

【
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館
講
堂

【
対
象
】
生
後
４
カ
月
～
１
歳
未
満
の
親

子
20
組（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

【
講
師
】
田
中
夕
起
子
さ
ん
（
Ｊ
Ｍ
Ｆ

Ａ
認
定
ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す

■
わ
く
わ
く
リ
ト
ミ
ッ
ク
ラ
ン
ド

　

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
は
、
人
に
と
っ
て
最
も

自
然
な
表
現
で
あ
る
音
楽
を
使
っ
て
、
身

体
的
・
感
覚
的
・
知
的
に
優
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
育
成
、
豊
か
で
可
能
性
あ
ふ
れ
る

人
格
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
８
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

【
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館
講
堂

【
対
象
】
１
歳
～
３
歳
の
親
子
15
組
（
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

【
講
師
】
佐
野
貴
子
さ
ん
・
長
洞
ま
ゆ
さ

ん
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
ぽ
っ
け
主
宰
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
立

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ぴ
ゅ
あ
峡

南
☎
０
５
５
６
（
64
）
４
７
７
７

■
県
下
一
斉
支
部
別
無
料
相
談
会

【
日
時
】
10
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
会
場
】
最
寄
の
会
場
を
ご
利
用
下
さ
い

▽
中
央
市
「
中
央
市
田
富
総
合
会
館
」
▽

鰍
沢
町
「
鰍
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

▽
甲
府
市
「
甲
府
北
公
民
館
」
▽
笛
吹

市
「
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
」
▽
富

士
吉
田
市
「
下
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」

■
電
話
１
１
０
番
の
開
設

【
日
時
】
10
月
１
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
場
所
】
行
政
書
士
会
事
務
局

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
行
政
書
士
会

☎
０
５
５
（
２
３
７
）
２
６
０
１

　

司
法
書
士
会
峡
南
支
部
及
び
土
地
家
屋

調
査
士
会
峡
南
支
部
で
は
、
無
料
法
律
・

登
記
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
来
場
下
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
10
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

【
場
所
】
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

【
内
容
】
不
動
産
の
登
記
、
相
続
、
土
地

の
分
筆
、
地
目
変
更
、
建
物
の
登
記
、
土

地
の
境
界
問
題
、
借
金
問
題
、
遺
言
、
離

婚
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
（
認
知
症
の

方
の
財
産
管
理
な
ど
）、
そ
の
他
法
律
相

談
一
般

【
問
い
合
わ
せ
】
司
法
書
士
・
市
川
政

秀
☎
０
５
５
６
（
64
）
３
６
０
０　

土

地
家
屋
調
査
士
・
樋
川
孝
浩
☎
０
５
５

（
２
７
８
）
８
１
６
２

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
な
ど

の
事
案
は
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
高
齢
者
や
障
害
者

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、

全
国
一
斉
に
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

【
期
間
】
９
月
６
日
㈰
～
９
月
12
日
㈯
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で（
た
だ
し
、

土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
）

【
実
施
機
関
】
甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山

梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

【
相
談
受
付
電
話
番
号
】
☎
０
５
５

（
２
５
２
）
７
２
３
９

【
相
談
担
当
者
】
甲
府
地
方
法
務
局
職
員
、

山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
高
齢

者
・
障
害
者
の
人
権
問
題
に
適
切
な
対
応

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
権
擁
護
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】町
民
課
町
民
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
１
１
０
５

※
７
月
１
日
よ
り
望
月
清
明
さ
ん（
黒
沢
）

が
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」
を

ご
存
知
で
す
か
？
山
梨
県
生
涯
学
習
文
化

課
で
は
、
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
応
援
し

ま
す
。
様
々
な
分
野
の
講
座
情
報
等
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
・
対
象
者
】
い
つ
で
も
、
ど
な
た

で
も
入
学
で
き
ま
す
。

【
入
学
費
用
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】
市
町
村
教
育
委
員
会
、

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
に
備
え
付
け
の

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
入
学
者

募
集
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
申
し
込
み
書
を

郵
送
、
ま
た
は
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や

ま
な
し
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
生
涯
学
習
文
化

課
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
１
９
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
2.m
anabi/pref.

yam
anashi.jp/cam

pusnet/

　

屋
外
広
告
物
（
看
板
）
は
、
お
店
や
商

品
を
宣
伝
す
る
の
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す

が
、
何
の
決
ま
り
も
な
く
設
置
す
る
と

街
な
み
や
自
然
の
景
観
を
損
ね
る
原
因
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
で
は

美
し
い
県
土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

「
山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
」
に
よ
り
、

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
所
に
よ
り
大

き
さ
や
色
の
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
原
則
と
し
て
知
事
ま
た
は
市
町
村
長

の
許
可
が
な
け
れ
ば
屋
外
広
告
物（
看
板
）

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
決
ま
り
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
屋
外
広
告
物
（
看
板
）
を
設

置
す
る
場
合
や
す
で
に
設
置
し
て
い
る
が

許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
山
梨
県
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
山
梨
県
美
し
い
県
土

づ
く
り
推
進
室
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
３
２
５

臨
時
看
護
職
員
・
介
護
職
員
募
集

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ

行
政
書
士
会
・
無
料
相
談
会

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

地
籍
調
査
の
閲
覧
に
つ
い
て産業

振
興
課

ぴ
ゅ
あ
峡
南
か
ら
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

無
料
法
律
・
登
記
相
談
会

山
梨
県
司
法
書
士
会

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
入
学
者
募
集

山
梨
県
生
涯
学
習
文
化
課

９
月
10
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」

山
梨
県

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間町

民
課

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を
開
催

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

インフォメーション・お知らせインフォメーション・お知らせ
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【会期】  10 月３日㈯～ 10 月７日㈬
　　　  午前 10 時～午後７時（最終日は午後５時まで）

【会場】山交百貨店５階催事場☎ 055-237-0111
【主催】蕩墨書道曾　【後援】市川三郷町

本町出身の名士、青嶋貞賢と來状方岳の作品を探しています
作品は「蕩墨書道曾特別展」で紹介します

【連絡先】蕩墨書道曾代表　中  込     龢
☎ 055-268-3838 携帯 090-4457-0395

青嶋貞賢（1820 ～ 1896）歌人・国学者
　文政３年８月 16 日、市川大門に生ま
れる。松井渙斎、橘守部に学び、篠乃屋
流と呼ばれた筆跡を遺し、峡中文壇の明
主と評される。

來状方岳（1831 ～ 1910）画家
　天保２年９月 12 日、市川大門に生ま
れる。画を父北竜斉に学ぶ。名手の任に
当たり教育、衛生、道路などの改善を図
り、市川紡績所の創設に協力した。

　

宝
く
じ
助
成
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
と
し
て
、
集
会
用
テ

ン
ト
（
イ
ベ
ン
ト
用
）
20
基
を
購
入

し
ま
し
た
。

備
品
が
整

備
さ
れ
る

こ
と
で
、
今

後
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
展

開
が
大
き

く
期
待
さ

れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

活
動
備
品
を
整
備


